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Ｌはじめに
昨年後期1の情報処理Ｂ２の授業で講義支援システムJenzabarを使用した。授業での利用状
況の説明を通して，システム利用による効果，システムへの要望について述べたい。利用法の
一案として参考にして頂ければ幸いである。
本文書は執筆時点で国土舘大学にて使用されている講義支援システムJenzabarの利用方
法，大学における運用方法などの知識を前提としている3．
2．Jenzabar導入の効果
以下の導入効果があったと考えている。
●学生のスキルに合わせた対一応がし易くなった。
●学生の本音を汲承上げやすくなった。
●学生に評価結果を早く伝えられるようになった。
以後，授業の流れに沿って，具体的に説明したい。
3．Jenzabarの利用機能
まず，使用している機能を説明する。
「出席管理」機能を使用し，出欠状況を学生に公開している。授業中に使用する教材ファイ
ルを配布するために，「配布資料」機能を使用している。「テスト/課題」機能では，「アップロー
ド/ダウンロード」タイプの承使用し，学生の成果物をファイルのアップロードで提出しても
らっている。「お知らせ」機能により，課題の採点状況など全ての学生に共通の項目を通知し
ている。
以下，「出席管理｣，「テスト/課題」機能に対する要望を具体的に説明する。
＊情報科学センター
'2004年９月～2005年１月
２パソコンの基礎を実習形式で教える授業
3e-Learning研究会「講義支援システムJenzabarの利用方法と利用上の問題点」（2005年３月22日）な
どの資料･を参照のこと。
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3.1出席管理
出席状況（出席/遅刻/欠席/公欠）をもういくつか設定できるとありがたい。出席したけど
課題を提出していないなどの状況を表現できるとより管理がし易くなると考えている。運用で
カバーできるので強い要望では無い。ログインの機能があるにもかかわらず自動で出席を取ら
ないことについて当初奇異に感じた。が，端末室では無い教室の授業が大半なのでいらないと
も思われる。
３２テスト/課題
学生のコメント閲覧ページでは先生のコメントしか見えない。自分が書いたコメントを見る
ためにはボタンを押さなければならなず，先生のコメントが唐突に感じるとの意見が多かった。
そのため，わざわざ学生のコメントを引用して，先生のコメントを書いている。非常にわず
らわしい作業である。仕様の改善を求めたい。
また，ファイルを提出した日時が表示されていないため，学生がファイルを更新した日時を
識別できない。そのため，導入当初，採点し忘れが発生してしまった。「なんで私だけ採点し
てくれないの｡」という思いは学生のモチベーションを下げるので，全てのファイルの内容を
確認するという非常に繁雑な作業をしいられた。ぜひファイルの提出日時を表示して欲しい。
また，提出日時Ⅱ頂にソートするなどの機能を付加して欲しい。
３．２．１一括ダウンロード
現在，ダウンロードの指定は学生の提出したファイル単位の承である。そのため，今後の統
計的解析のために，DVD-RAMなどの大容量メディアに，学生の提出ファイルを保存しよう
とする４と，極めて繁雑な作業となる。課題単位の一括ダウンロードの機能を付けて欲しい。
４個別事例
個別事例でさらに効果などについて説明したい。
「テスト/課題」機能では個々の学生とコメントを交換できるので，スキルに合わせた個別対
応ができる。Jenzabar導入の成果であると考えている。
パソコン初心者とのやりとりの例を以下に示す（図１は画面例)。
学生＞全然出来ていません。
先生＞めげずにがんばりましょう。グラフ無し。
4学生のプライバシーに配慮し，課題が公開される可能性などの説明は授業の冒頭で行っている（
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図l1Jenzabarの画面例
学生＞グラフを作るのに時間がかかりました。
先生＞お疲れ様でした。色が少し見にくいです。線を太くすると良いかも知れません。
モチベーションを保つためにはげまし，完成したらねぎらい，スキルにあった助言をすると
いうきめの細かい対･応ができた例である。
採点結果，コメントなどは入力と同時に公開されるので，学生に即座に伝えることができる。
これもJenzabar導入の大きな成果であると考える。なぜなら，すぐに評価してもらえると
うれしいと感じ，さらにモチベーションが高まると思われるからである。
次に中級者の場合を示す。
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、
学生＞インターネットで資料を探すのに時間がかかってしまい，ほとんどできませんでし
た。
必ず，完成させて再提出します。すぶません。
先生＞めげずにがんばりましょう。グラフ無し。
学生＞完成したので提出いたします。採点よろしくお願いします。遅れて，すゑませんで
した。
先生＞お疲れ様でした。この調子でがんばりましょう。自筆グラフ説明文（量有り)。グ
ラフ１と２は同じことを言っているのでどちらかにした方が良いでしょう。グラフ２を
見るとアメリカは35％でなく，５０％を超えているように見えます。
学生＞参照したＵＲＬを載せ忘れていたので，付け足しました。何度も申し訳ないです。
先生＞確認しました。出展を明記するのは重要です。ＵＲＬを右クリックしてハイバーリ
ンクを設定するとより便利かも知れません。
スキルに合った指摘が効果的に行われていることが分かると思われる。
次に学生の本音が聞ける例を示す。
学生＞難しすぎて１時間では終わらない。途中までしかできなかったです。課題にかけ
る時間が短すぎると思います。もう少し簡単な課題にして欲しい。
先生＞多少背伸びをさせるつもりが，だいぶ背伸び？ジャンプさせてしまったかも知れま
せん。多少調整する予定ですので，めげずにがんばりましょう。２系列グラフ無し。（学
生が課題を更新した）
先生＞お疲れ様でした。グラフ１では「人口減少の傾向」はわかりません。人口が少な
いことはわかります。グラフ２で世帯あたりの人口が万人単位のメモリではわからなく
なってしまいます。グラフを別にするか，右側に１人単位の別メモリ（これはテクニッ
クとしては上級者レベル。４セット目でやるかも｡）を作成すると良いと思います。
本音を聞いて，まず，モチベーションを下げないよう学生のコメントに対する説明を行っ
た。授業の速度調整は難しいと言われているが，学生の本音が授業毎に聞けるので，的確な調
整の指標として非常に役立っている。
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案善5．改
ここでは指摘した改善要望の一部に対する仕様変更案を示したい。
5.｜バグレポートシステム
課題に対するコメント，ファイル提出日時の表示の仕方の工夫の一案を示す。
ソフトウェアの開発段階で使用されるバグレポートシステムの仕様を採用すると効果的と思
われる。バグレポートシステムでは通常，一度，入力したものは書き替えできず，入力日時は
明記され，時系列１１頂に履歴として表示される。本システムの仕様として最適と思われる。現状
では学生はコメントをいつでも書換えることができる。操作の初心老ゆえ，書換えの途中で間
違えて消してしまうという事故も起こっている。ファイルについても同様である。以下のよう
な履歴を残すようにすれば，学生の書換えタイミングなどが分かり，さらに初心者のミスのパ
ターンなども推測できる可能性が有り，非常に有効であると考えている。
[2004/11/２７１５：００ｺ追加01.ppt
[2004/11/２７１５：００］学生
もう少しアレンジしたいんですがやり方がわかりません。
教えてください。
[2004/11/２９２３：００］先生
前回の授業の資料のＵＲＬを参照してふて下さい。
[2004/12/０１１４：５４］追加02.ppt
[2004/12/０１１５：２８］削除02.ppt
[2004/12/０１１５：３０］追加02ｐｐｔ
[2004/12/０１１５：３０］学生
終わりました。
[2004/12/０２１０：００］先生
お疲れ様でした。
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6．まとめ
本文書は報告書の色合いが濃いので特にまとめは無いが，今年5もJenzabarシステムを使
用し，授業にさらなる工夫を施している。また報告できる機会があれば報告したい｡
7．謝 辞
助言を頂いた先生方，ＩＴサポートルームの方，その他，本システムの導入，運用などに携
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